
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム小笠

目標達成計画 作成日：　令和　1　年　7　月　31　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

平屋建ての建物であり、東西川に挟まれている
地域に位置していることから、水害を中心とした
災害対策を進めていく必要がある。

地域住民や近隣施設、市との連携を進めて
いくことで、防災に関する基盤強化を図るこ
とができる。

・水防マニュアルの見直し。
・指定避難所への避難訓練の実施。
・防災会議の定期開催。
・地域の防災訓練への参加。

12ヶ月

2
4
10
49

生活全般のことについてホームに任せて下さっ
ているが、ホームと家族間の情報共有や、協力
体制づくりに課題がある。

家族との情報共有を積極的に行うことで、運
営への理解や協力を促進する。

・運営推進会議が開催された月の事業所通信
に、会議の要点を掲載しお知らせする。
・家族に、外出支援の協力を仰ぐ。 6ヶ月

3 11

管理者が通常シフトに入っており、必要な管理
業務の時間が不足している。

管理者が管理業務の時間が確保できるよ
う、体制を整え運営の安定化を図る。

・介護職員の人員確保。
・働きやすい職場づくりの継続。
・ユニットリーダーの育成。 6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


